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社会学者たちの研究によって、会話の開始（Schegloff 1968）、会話の終結(Sacks & 










































例 2-1 注 3 
A：英語 10頁ぐらい訳してくれない？｛笑い｝             （質問） 









A： 明日ちょっと頼みたいことがあるんだけれど。           （依頼） 
B： いいよ。                            （受諾） 
 
例2-3 注5 
A：あのさ、1万円貸してもらえないかな。               （依頼） 
B：{笑い}、1万円－はどう－かな－。                   （保留） 
A：厳しい//？ちょっと3日間ちょっとどうやって暮らせるか分からないんよ。 























     A： U:hm（ ） what 's the price now eh with V.A.T do you know eh   
（えーと、V.A.T. （税金）はいくら？）       (質問) 
 B: Er I'll just work that out for you=  
17 
 
（えーと、今計算してみますから）   (保留) 
A: =thanks（ありがとう） (受諾) 
B: Three pounds nineteen a tube sir.（一本3ポンド19です）     (答え) 




















 C: Um I wondered if there's any chance of seeing you tomorrow sometime (0.5) 
morning or before the seminar. (1.0). 
 あのう、明日、いつか(0.5)、朝かゼミの前にでも会えないかと思って。 
➝ （1.0） 
➝ R:Ah um（ ）I doubt it. 
 う-ん（ ）どうかな。 
 C：Uhm huh 
 ええっ。 





 例 2-5では「依頼」に対してすぐ「受諾」が得られているが、例 2-6では「依頼」に対し






 位置 1:依頼の先行発話 
 位置 4:暗示された依頼への応答 
(2)次に優先的な連鎖 
 位置 1:依頼の先行発話 
 位置 2:申し出 
 位置 3:申し出の受け入れ 
(3)もっとも非優先的な連鎖 
 位置 1:依頼の先行発話 
 位置 2:先へ進めの合図 
 位置 3:依頼 













































発展された。発話行為を Austin は以下のような 3つの次元に分類している。 
（1）発話行為   （locution act）      
（2）発話内行為  （illocutionary act）    























  Y is able to perform an act A.（Yは Aを行為する能力がある。） 
 (2) 誠実性条件 
  X wants Y to do A.（Xは Yに Aをしてほしいと思っている。） 
（3）命題内容条件 
  X predicts a future act of Y.（Xは Yがこれから行う行為内容を表す命題をいう。） 
（4）本質的条件 
 Counts as an attempt by X to get Y to do A. 


























































































表 2-1 日本語の先行研究における調査の内訳 













































































































































































































































































































調査対象者は 20代から 30代までの日本人と延辺朝鮮族の大学生、大学院生 62名ずつ、計
124名からの協力を得た。日本人学生は男性 25名、女性 37名で、延辺朝鮮族学生は男性 26
名、女性 36名である。会話の合計時間は日本語が 5時間 59分 31秒、延辺朝鮮語が 3時間
23分 16秒である。 表 3-1から表 3-3に被調査者の内訳を示す。 
 






表 3-2 日本人学生のプロフィール 
国 
籍 
年齢 性別 合 
計 平均年齢  最高  最低 男      女            
日本 22.4歳  39歳 18歳 25名    37名 62名 
中国 21.9歳  33歳 20歳 26名    36名 62名 
依頼者番号 年齢 性別 出身地 学校名 入学年度 学部/研究科 
J1 39 男 広島 広島大学 2007年 生物圏科学 
J2 23 男 愛媛 広島大学 2007年 生物圏科学 
J3 21 女 山口 広島大学 2005年 日本語教育 
J4 21 女 大分 広島大学 2005年 第三類日本語 
J5 24 女 長崎 広島大学 2007年 国際協力研究科 
J6 23 女 山形 広島大学 2008年 国際協力研究科 
J７ 21 女 岡山 広島大学 2005年 日本語教育 
J8 21 女 熊本 広島大学 2005年 日本語教育 
J9 24 女 長崎 広島大学 2008年 総合科学部 
J10 24 女 広島 広島大学 2008年 総合科学部 
J11 23 女 徳島 広島大学 2007年 総合科学部 
J12 30 女 山形 広島大学 2001年 総合科学部 
J13 22 男 京都 広島大学 2008年 国際協力研究科 
J14 22 男 山口 広島大学 2008年 国際協力研究科 
J15 22 女 宮崎 広島大学 2008年 国際協力研究科 
J16 22 女 広島 広島大学 2008年 国際協力研究科 
J17 24 男 埼玉 広島大学 2008年 国際協力研究科 
J18 22 男 佐賀 広島大学 2008年 国際協力研究科 
J19 21 男 奈良 広島大学 2005年 工学部 
J20 23 男 福岡 広島大学 2005年 工学部 
32 
 
J21 22 男 香川 広島大学 2005年 工学部 
J22 28 男 神奈川 広島大学 2007年 国際協力研究科 
J23 29 男 静岡 広島大学 2006年 国際協力研究科 




J25 21 女 広島 2005年 現代社会学部 
J26 20 女 広島 2005年 現代社会学部 
J27 26 男 東京 広島大学 2008年 国際協力研究科 
J28 25 男 神奈川 広島大学 2007年 国際協力研究科 
J29 31 女 香川 広島大学 2008年 国際協力研究科 
J30 23 女 広島 広島大学 2007年 国際協力研究科 
J31 22 男 広島 広島大学 2007年 国際協力研究科 
J32 21 男 山口 広島大学 2007年 国際協力研究科 
J33 20 女 岡山 広島大学 2007年 総合科学部 
J34 19 女 広島 広島大学 2007年 総合科学部 
J35 30 女 広島 広島大学 2007年 総合科学部 
J36 26 女 高知 広島大学 2007年 工学部 
J37 21 男 香川 広島大学 2007年 工学部 
J38 21 男 愛媛 広島大学 2007年 工学部 
J39 22 女 長崎 広島大学 2008年 文学部 
J40 22 女 山口 広島大学 2008年 文学部 
J41 20 女 鳥取 広島大学 2008年 文学部 
J42 21 女 島根 広島大学 2008年 文学部 
J43 22 女 岡山 広島大学 2008年 文学部 
J44 23 女 鳥取 広島大学 2010年 医学部 
J45 20 女 兵庫 広島大学 2010年 医学部 
J46 19 女 広島 広島大学 2010年 医学部 
J47 19 男 兵庫 広島大学 2007年 工学部 
J48 20 男 鳥取 広島大学 2007年 工学部 
J49 20 女 広島 広島大学 2007年 法学部 
J50 19 女 広島 広島大学 2007年 法学部 
J51 21 女 和歌山 広島大学 2007年 法学部 
J52 22 女 京都 広島大学 2007年 法学部 
J53 18 女 兵庫 広島大学 2010年 経済学部 




表 3-3 延辺朝鮮族学生のプロフィール 
J55 19 女 広島 広島大学 2010年 経済学部 
J56 19 女 広島 広島大学 2010年 経済学部 
J57 20 男 広島 広島大学 2010年 経済学部 
J58 20 男 岡山 広島大学 2010年 経済学部 
J59 22 男 大阪 広島大学 2010年 経済学部 
J60 23 男 大阪 広島大学 2010年 経済学部 
J61 22 男 広島 広島大学 2010年 理学部 
J62 22 男 広島 広島大学 2010年 理学部 
依頼者番号 年齢 性別 出身地 学校名 入学年度 学類/研究科 
K1 22 女 和龍 延辺大学 2006年 師範・心理 
K2  22 女 延吉 延辺大学 2006年 師範・心理 
K3 21 女 延吉 延辺大学 2006年 師範・心理 
K4 22 女 延吉 延辺大学 2006年 師範・心理 
K5 22 女 図們 延辺大学 2006年 師範・心理 
K6 21 女 延吉 延辺大学 2006年 師範・心理 
K7 22 男 図們 延辺大学 2006年 師範・心理 
K8 22 男 龍井 延辺大学 2006年 師範・心理 
K9 21 男 図們 延辺大学 2006年 師範・心理 
K10 21 男 龍井 延辺大学 2006年 師範・心理 
K11 22 男 琿春 延辺大学 2006年 師範・心理 
K12 22 男 延吉 延辺大学 2006年 師範・心理 
K13 21 男 延吉 延辺大学 2006年 師範・心理 
K14 22 男 延吉 延辺大学 2006年 師範・心理 
K15 22 男 安図 延辺大学 2006年 師範・心理 
K16 22 男 延吉 延辺大学 2006年 師範・心理 
K17 21 男 汪清 延辺大学 2006年 体育教育 
K18 22 男 延吉 延辺大学 2004年 体育教育 
K19 22 男 延吉 延辺大学 2004年 体育教育 
K20 22 男 和龍 延辺大学 2004年 体育教育 
K21 20 女 延吉 延辺財経学院 2005年 財経・会計 
K22 20 女 延吉 延辺財経学院 2005年 財経・会計 
K23 20 女 延吉 延辺財経学院 2005年 財経・会計 
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K24 22 女 延吉 延辺財経学院 2005年 財経・会計 
K25 23 女 延吉 延辺財経学院 2005年 財経・会計 
K26 20 女 延吉 延辺財経学院 2005年 財経・会計 
K27 22 女 延吉 延辺大学 2005年 漢語文化 
K28 22 女 延吉 延辺大学 2005年 漢語文化 
K29 23  女 図們 延辺大学 2005年 漢語文化 
K30 22  女 延吉 延辺大学 2005年 漢語文化 
K31 23  女 延吉 延辺大学 2005年 漢語文化 
K32 23  女 汪清 延辺大学 2005年 漢語文化 
K33 24  女 延吉 延辺大学 2005年 漢語文化 
K34 23  女 延吉 延辺大学 2005年 漢語文化 
K35 22  女 図們 延辺大学 2005年 漢語文化 
K36 22  女 汪清 延辺大学 2005年 漢語文化 
K37 21  男 図們 延辺大学 2006年 師範・数学 
K38 22  男 延吉 延辺大学 2006年 師範・数学 
K39 21  男 琿春 延辺大学 2006年 師範・数学 
K40 22  男 延吉 延辺大学 2006年 師範・数学 
K41 21  男 図們 延辺大学 2006年 師範・数学 
K42 21  男 琿春 延辺大学 2006年 師範・数学 
K43 22  女 汪清 延辺大学 2005年 師範・数学 
K44 22  女 延吉 延辺大学 2006年 師範・数学 
K45 22  男 延吉 延辺大学 2006年 法学院 
K46 22  男 和龍 延辺大学 2006年 法学院 
K47 21  女 図們 延辺大学 2006年 日語 
K48 21  女 延吉 延辺大学 2006年 日語 
K49 21  女 龍井 延辺大学 2006年 日語 
K50 21  女 延吉 延辺大学 2006年 日語 
K51 33  女 延吉 延辺大学 2006年 日語 
K52 26  女 汪清 延辺大学 2006年 日語 
K53 21  女 図們 延辺大学 2006年 英語 
K54 21  女 延吉 延辺大学 2006年 英語 
K55 22  男 汪清 延辺大学 2004年 経済管理 






















ロールプレイでは実験の協力者たちに依頼側 A、被依頼側 B という役割を、代わり々にや
ってもらう方式を採用し、親しい友達関係の同性同士でペアを組んで実験をしてもらった。
実験回数は一人当たり 1回か 2回するよう求めた。その結果、日本語で 177会話、延辺朝鮮
語で 180会話が得られた。延辺朝鮮語の依頼場面は全て日本語と同じだが、場面①と②で金
額だけ調整して場面①では 20元に、場面②では 300元にした。 
その結果、両言語は依頼の負担度の高い談話のほうの場面②と場面④でストラテジーの相
違点が鮮明に現れた。本研究ではこの 2つの場面を取り上げることにする。以下、論述の便
利のため、図 3-1で示したように場面②を場面 Aと、場面④を場面 Bと呼ぶ。ロールプレイ
の詳細は付録のカード Aとカード B 、フェイスシートに示した通りである。そして、要求通 
K57 22  女 敦化 延辺大学 2006年 経済管理 
K58 22  女 和龍 延辺大学 2006年 経済管理 
K59 22  女 延吉 延辺大学 2006年 人文社会科学 
K60 22  女 汪清 延辺大学 2006年 人文社会科学 
K61 22  男 延吉 延辺大学 2006年 政治与公共管理 
K62 22  男 延吉 延辺大学 2006年 政治与公共管理 
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はデータから外した。本研究で選んだのは 141会話（日本語 73会話、延辺朝鮮語 68会話）



























 お金を1万円  
 /300元借りる 
































































































 （先行） 1AJ23     なあ、 














 （依頼 1） 
3AJ23 A2 情報 
提供 
  実は 10頁ぐらいある。 
4BJ22   B2 相手の発話
を確認 
10頁？ほんま？ 





6BJ22   B2 相槌 うん。 








 （依応 1） 
8BJ22   B3 他の解決策 やれって、やっぱ 10 頁ぐ
らい自分で読んでくれて、
仕様がなかったら、 




10BJ22   B3 他の解決策 寝る時間削って、 
11AJ23 A5 配慮 
発話 
  あ、それもあるか。 








（依応 2） 14AJ23   B1 承諾 まあ、やるけど－。 
15BJ22     そうか、 


































































































に入る前の地ならしをする。例 4-1と例 4-2は〈先行発話の話段（先行）〉の例である。 
 
例 4-1 場面 Aにおける〈先行発話の話段（先行）〉の日本語の分類例 
発話
番号 




2 BJ10 うん。 
 
例 4-2 場面 Aにおける〈先行発話の話段（先行）〉の延辺朝鮮語の分類例 
発話 
番号 







아、K41                      あ、～ 
2 BK41 응。어째？                うん。どうした？ 
3 AK42 니 한달에 돈 얼매 쓰니？  お前、1ヶ月にお金いくら使う？ 
4 BK41 한달에？                    1ヶ月に？ 
5 AK42 응。                        うん。 
6 BK41 한 500원쯤。                 500元ぐらい。 
7 AK42 아-、그리 적게 쓰니？       ああ-、そんなに少ない？  
8 BK41 {笑い}적나？                {笑い}少ない？ 
9 AK42 
아-？ 난 집에서 300원밖에 안준다。 
あ-？俺は家から 300元しかもらってないんだよ。 
10 BK41 {笑}아직？                     今も？    
 













例 4-3 場面 Bにおける〈依頼の話段（依頼）〉の日本語の分類例 









6 BJ8 お－、お－。 
7 AJ7 で、英語なんよ。 
8 BJ8 英語か－、はいはい。 
9 AJ7 英語苦手で－、 
10 BJ8 うん、うん。 
11 AJ7 J8ちゃんが英語が得意ってことみんな知ってる//から、 
















이－、 그 필수과목 그거 숙제 또 냈단말이다。 
この-、あの必修科目のあれまた宿題が出たの。 
2 BK30 {笑い} 
3 AK29 근데 이번에 량이 되게 많지무。で、今度は量がすごい多いんだけど。 
4 BK30 응。                          うん。 









て被依頼者は頻繁に相槌を打つことで話を促している。例 4-4 では、1AK29「이ー、그 
필수과목 그거 숙제 또 냈단말이다。この-、あの必修科目のあれまた宿題が出たの。」と言













例 4-5 場面 B：〈依頼応答の話段（依応）〉が「承諾」である日本語の分類例 
発話 
番号 
発話者 話段 〔依頼者＝J21（22歳、男性） 被依頼者＝J20（23歳、男性）〕 
1 BJ21 （依応） 生活費だめになるんだけど、1万円貸して。 




例 4-6 場面 B：〈依頼応答の話段（依応）〉が「拒絶」である日本語の分類例 
発話 
番号 

















例 4-7場面 B：〈依頼応答の話段〉が「曖昧」である延辺朝鮮語の分類例 
発話 
番号 
発話者 話段 〔依頼者＝K8（22歳、男性）被依頼者＝K7（22歳、男性）〕 
3 BK7 (依応） 
그 많은거？아-야 내 좀 생각해보구。 
そんなに多い？あ-あちょっと考えさせて。 
 










例 4-8 場面 Bにおける〈交渉の話段（交渉）〉の日本語の分類例 
発話
番号 








28 BJ33 明日返せんだろう？ 
29 AJ34 いやいや、明日じゃない。 
30 BJ33 明日は大変だ。 
31 AJ34 お金は入ったら返すで、貸してや。 
32 BJ33 うん、そうやね-。 
33 AJ34 貸してや。 





例 4-9は、被依頼者の態度が「曖昧」であった場合、依頼者が相手に「응、니 시간 있지? 
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例 4-9 場面 Bにおける〈交渉の話段（交渉）〉の延辺朝鮮語の分類例 
発話
番号 









응、니 시간 있지?내용 영 적다。 
うん、あなた暇ある？内容が少ないよ。 
18 BK46 그럼、                         じゃ、                          
19 AK45 인차 된다。                   すぐできる。 
20 BK46 
내 시간 모자란데、다섯페지 해줄게。 
私時間が足りないんだけど、5頁やってあげる。 
21 AK45 
아니、 열페지다-、니 어디 가야 되니? 
いいえ、10頁なんだよ-どこか行かないといけないの？ 
22 BK46 응。 무스거 해야 된다。   うん。何かやらないといけない。 
23 AK45 
인차 된다。빨리 하면 된다。 
でもすぐ終わるよ。速くやればできる。 
24 BK46 아-야-？                                        え-え-？                                




27 AK45 응、알았다。                うん、分かった。 
28 BK46 이게 마지막 한번이다응？          これが最後だよ？ 
29 AK45 응、쌩유。                うん、ありがとう。 
 
내용 영 적다。うん、あなた暇ある？内容が少ないよ。」、「인차 된다。すぐできる。」など
と言って負担が少ないことをアピールしたり、「（中略）니 어디 가야 되니? どこか行かない























19 BJ30 (条調） いつまで？ 


















그래 어디서 하개？           じゃどこでする？ 
10 AK43 엉、아무 교실에서나。      うん、どの教室でもいいよ。 
11 BK44 응、 그러자。 그럼。       うん、そうしよう。じゃ。 
12 AK43 
근데 열페지정도 된다 되니? 
しかし 10頁もある。いいかな？ 
13 BK44 어엉?                       へえ？ 
14 AK43 되니?                       いい？ 
15 BK44 된다。                      いいよ。 
16 AK43 되니?                       いい？ 












と〈被依頼者の結論の話段〉を示している。例 4-12 で AJ27 の依頼を聞いた BJ28 は否定的












1 AJ27 (先行) また手伝ってもらいたいんだけど、 
2 AJ27 (依頼) 10頁ぐらいどうかな。 




4 AJ27 (依結) じゃ、できるとこまでやってみるわ。 
5 BJ28 (被結) 自分でやってみて、じゃ、それでチェックぐらいするよ？じゃ－。 





の話段である。例 4-13は場面 Bにおける（代案）と代案承諾の話段（代応）の例である。 
 
















3 AJ24 {笑い}、まじで。 
4 BJ25 生きてるのに精一杯なんだよ。 
5 AJ24 まじで。うらやましいわあ。 




8 BJ25 大丈夫。俺 Rさんから借りてそれで、又貸しするよ。 
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9 AJ24 OK、OK、分かった。うん、悪いけど、じゃ、頼むわ。助かる。 






























32 BJ34 いえいえ。 
33 AJ33 また今度は入ったら返すけんさ、絶対ごめんよ。 
34 BJ34 ううん、いいよ。 
35 AJ33 ほんとごめん、ありがとう。 
36 BJ34 うん、いいよ。 
37 AJ33 ありがとう。 
 
例 4-15 場面 Bにおける〈終了の話段（終了）〉の延辺朝鮮語の分類例 
発話 発話者   
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番号 話段 〔依頼者＝K35（22歳、女性）被依頼者＝K36（22歳、女性）〕 
 中略 
15 AK35  
(終了） 
응、이따 보자。다시。         うん、後で。また。 
16 BK36 든든히 사라。             しっかり奢ってね。 









influence tactics  (影響手段)  compliance-gaining tactics   （応諾獲得手段） 
tactics of manipulation （操作手段）  compliance gaining strategy  （応諾獲得） 














 Watzlawick, Beavin and Jackson(1967)は、すべての言葉には内容的（content）側面と


































分類項目と分類例は表 4-2と表 4-3に示す。以下からは論述の便利のために部は【 】、話段
の略語は（ ）、ストラテジーの型は{ }、発話機能タイプのストラテジーは「 」で囲んで
区別する。 
 
表 4-2 依頼者ストラテジーの分類項目と分類例 
ストラテジーの型 発話機能タイプのストラテジー 分類例 














































































































넌 300원두 없니? 
お前は 300元もないのか？ 
 






























































































































































  ストラテジーの出現頻度 








    本用件部の始まり 
 ストラテジーの出現頻度 
    談話展開のパターン 























































表 5-1 日本語の依頼談話における全体的構造 
会話番号 【先行部】 【本用件部】 【再依頼部】 【終結部】 
「依頼・承諾」の展開（6会話） 
十六  （依頼＋依応）1  (終了) 
十九 (先行) （依頼＋依応）1  (終了) 
二十六  （依頼＋依応）1  (終了) 
五十 (先行) （依頼＋依応）1  (終了) 
六十七  （依頼＋依応）1  (終了) 
七十二 (先行) （依頼＋依応）1＋(条調)  (終了) 
「依頼・曖昧・承諾」の展開（29会話） 
二 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
四 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
五 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
六 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
七 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）3 (終了) 
八 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
九 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
十一 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
十二  （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
十四  （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
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二十二  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
二十五 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1＋(条調) (終了) 
二十九  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
三十四 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
三十五 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉)＋(条調)  
三十九 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
四十 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
四十四 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
四十五  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
四十六 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）3 (終了) 
四十七 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
五十三 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
五十八 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
五十九  （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
六十二  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
六十四  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
六十五  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
六十八 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
七十一 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
「依頼・拒絶・承諾」の展開（38会話） 
一 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
三 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）4  
十 (先行) （依頼＋依応）1 (代案)＋(代応) (終了) 
十三  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
十五  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
十七 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
十八  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
二十 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2  
二十一 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2  
二十三 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
二十四  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
二十七  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
二十八  (依頼) (交渉) (終了) 
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三十  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
三十一 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
三十二  （依頼＋依応）1 (代案)＋(代応)  
三十三 (先行) （依頼＋依応）1 (依結)＋(被結) (終了) 
三十六  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
三十七 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 










四十二  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
四十三 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
四十八 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
四十九 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
五十一 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
五十二 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
五十四 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1+(条調) (終了) 
五十五  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
五十六  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
五十七  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
六十 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
六十一 (先行) （依頼＋依応）1 (依頼 2)+(代案)+(代応)  
六十三  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
六十六  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
六十九 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
七十 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
七十三  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
部の合計 45(61.64%) 73(100%) 67(91.78%) 61(83.56%) 
 
表 5-2 延辺朝鮮語の依頼談話における全体的構造 
会話番号 【先行部】 【本用件部】 【再依頼部】 【終結部】 
「依頼・承諾」の展開（20会話） 
一  （依頼＋依応）1  (終了) 
九  （依頼＋依応）1  (終了) 
十二  （依頼＋依応）1   
十四  （依頼＋依応）1   
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十五  （依頼＋依応）1  (終了) 
十六  （依頼＋依応）1   
十八  （依頼＋依応）1   
二十一 (先行) （依頼＋依応）1   
二十四  （依頼＋依応）1   
二十六 (先行) （依頼＋依応）1＋(条調)   
三十二  （依頼＋依応）1   
三十七  （依頼＋依応）2   
四十八 (先行) （依頼＋依応）1＋(条調)  (終了) 
五十一 (先行) （依頼＋依応）1   
五十二  （依頼＋依応）1   
五十三  （依頼＋依応）1  (終了) 
五十五 (先行) （依頼＋依応）1＋(条調)  (終了) 
五十九 (先行) （依頼＋依応）1  (終了) 
六十四 (先行) （依頼＋依応）1   
六十六  （依頼＋依応）1   
「依頼・曖昧・承諾」の展開（22会話） 
三  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1＋(交渉)  
四  （依頼＋依応）1 (交渉)  
五  （依頼＋依応）1 (交渉)  
六 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
七  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
八 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
十  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）3  
十一  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
十七  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2  
三十 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉)  
三十一 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉)  
三十三  （依頼＋依応）1 (交渉)  
四十七 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
四十九 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
五十四 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1＋(条調) (終了) 
五十八  （依頼＋依応）1 (交渉)  
六十 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
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六十一 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
六十二 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
六十五 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
六十七 (先行) （依頼＋依応）1  (代案)＋(代応) (終了) 
六十八 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉)  
「依頼・拒絶・承諾」の展開（26会話） 
二 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
十三  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
十九  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2  
二十  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2  
二十二 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2  
二十三 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）3  
二十五  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
二十七 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
二十八 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
二十九 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
三十四  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
三十五 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
三十六 (先行) （依頼＋依応）1 (代案)＋(代応)  
三十八 (先行) （依頼＋依応）1 (代案)＋(代応) (終了) 
三十九 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
四十  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
四十一  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
四十二 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
四十三 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1＋(交渉)  
四十四 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
四十五 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
四十六 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）3 (終了) 
五十 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
五十六 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
五十七 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1＋(条調) (終了) 
六十三 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 




 表 5-1と表 5-2をみると、両言語の談話展開の流れは 3種類あることが分かる。1つは、「依
頼・承諾」の展開（日本語 6会話、延辺朝鮮語 20会話）で、2つは、「依頼・曖昧・承諾」
の展開（日本語 29会話、延辺朝鮮語 22会話）、3つは、「依頼・拒絶・承諾」の展開（日本














延辺朝鮮語 33会話（48.53％）、（交渉）は日本語 12（16.44％）、延辺朝鮮語 12（17.65％）、














た話段の総数は日本語が 380、延辺朝鮮語が 294、１会話あたりの話段数は日本語が 5.21、
延辺朝鮮語が 4.32となっている。両言語では（依頼）と（依応）の話段数(日本語 125と 123、
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延辺朝鮮語各 101)が最も多く、次に(先行)と(終了) の数（日本語 45と 61、延辺朝鮮語 39
と 28）が多い。それに次いで多いのは（交渉）の数（日本語 12、延辺朝鮮語 14）、(条調)の




表 5-3 両言語の話段の出現頻度 
 先行 依頼 依応 交渉 依結 被結 代案 代応 条調 終了 合計 
日本語の話段数 45 125 123 12 1 1 4 4 4 61 380 
1会話平均 0.62 1.71 1.68 0.16 0.01 0.01 0.05 0.05 0.05 0.84 5.21 
延辺朝鮮語 
の話段数 
39 101 101 14 ― ― 3 3 5 28 294 

























図 5-1 日本語の【本用件部】における話段展開 
パターン 1:（依頼＋依応）n                                  97.26% （71） 
パターン 2:（依頼＋依応）n+(条調)                               1.37%   （1） 




図 5-2 日本語の【再依頼部】における話段展開 
パターン 1:（依頼＋依応）n                           71.64% （48） 
パターン 2: (交渉)                                   16.42%  （11） 
パターン 3:（依頼＋依応）n+(条調)                        2.99%  （2） 
パターン 4: (代案)＋(代応)                          2.99% （2） 
パターン 5: (交渉)＋(条調)                     1.49% （1） 
パターン 6:（依頼＋依応）＋(依頼)＋(代案)＋(代応)           1.49%  （1） 
パターン 7: (依頼)＋(代案)＋(代応)                  1.49%  (1) 







図 5-3と図 5-4は延辺朝鮮語全会話における話段展開のパターンを示している。 
 
図 5-3延辺朝鮮語の【本用件部】における話段展開 
パターン 1:（依頼＋依応）n                                  97.26%   （65） 





パターン 1:（依頼＋依応）n                          60.42 % （29） 
パターン 2: (交渉)                                   25.00%  （12） 
パターン 3: (代案)＋(代応)                          6.25%  （3） 
パターン 4:（依頼＋依応）n+(条調)                        4.17%  （2） 







おける話段の展開をパターン化している。日本語はパターンⅠ: 76.71% (56)、パターンⅡは 
 
図 5-5 両言語の依頼談話における話段展開の図式化 






8.22%  (6) 
75.00%  (51) 
20.59%  (14) 
















































































会話数は日本語 67会話、延辺朝鮮語 67会話の計 134会話である。 
 
表 6-1日本語におけるパターンⅠとパターンⅡのデータ 
会話番号 【先行部】 【本用件部】 【再依頼部】 【終結部】 
「依頼・承諾」の展開（6会話） 
十六  （依頼＋依応）1  (終了) 
十九 (先行) （依頼＋依応）1  (終了) 
二十二  （依頼＋依応）1  (終了) 
二十六  （依頼＋依応）1  (終了) 
五十 (先行) （依頼＋依応）1  (終了) 
六十七  （依頼＋依応）1  (終了) 
七十二 (先行) （依頼＋依応）1＋(条調)  (終了) 
「依頼・曖昧」の展開（29会話） 
二 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
四 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
五 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
六 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
七 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）3 (終了) 
八 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
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九 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
十一 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
十二  （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
十四  （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
二十二  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
二十五 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1＋(条調) (終了) 
二十九  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
三十四 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
三十五 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉)＋(条調)  
三十九 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
四十 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
四十四 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
四十五  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
四十六 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）3 (終了) 
四十七 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
五十三 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
五十八 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
五十九  （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
六十二  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
六十四  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
六十五  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
六十八 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
七十一 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
「依頼・拒絶」の展開（32会話） 
一 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
三 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）4  
十三  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
十五  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
十七 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
十八  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
二十 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
二十一 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
二十三  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
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二十四  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
二十七  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
三十  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
三十一 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
三十六  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
三十七 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
三十八 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
四十二  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
四十三 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
四十八 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
四十九 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
五十一 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
五十二 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
五十四 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1+(条調) (終了) 
五十五  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
五十六  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
五十七  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
六十 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
六十三  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
六十六  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
六十九 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
七十 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
七十三  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
 
表 6-2 延辺朝鮮語におけるパターンⅠとパターンⅡのデータ 
会話番号 【先行部】 【本用件部】 【再依頼部】 【終結部】 
「依頼・承諾」の展開（20会話） 
一  （依頼＋依応）1  (終了) 
九  （依頼＋依応）1  (終了) 
十二  （依頼＋依応）1   
十四  （依頼＋依応）1   
十五  （依頼＋依応）1  (終了) 
十六  （依頼＋依応）1   
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十八  （依頼＋依応）1   
二十一 (先行) （依頼＋依応）1   
二十四  （依頼＋依応）1   
二十六 (先行) （依頼＋依応）1＋(条調)   
三十二  （依頼＋依応）1   
四十八 (先行) （依頼＋依応）1＋(条調)  (終了) 
五十一 (先行) （依頼＋依応）1   
五十二  （依頼＋依応）1   
五十三  （依頼＋依応）1  (終了) 
五十五 (先行) （依頼＋依応）1＋(条調)  (終了) 
五十九 (先行) （依頼＋依応）1  (終了) 
六十四 (先行) （依頼＋依応）1   
六十六  （依頼＋依応）1   
六十七 (先行) （依頼＋依応）1  (終了) 
「依頼・曖昧」の展開（20会話） 
三  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1＋(交渉)  
四  （依頼＋依応）1 (交渉)  
五  （依頼＋依応）1 (交渉)  
六 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
七  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
八 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
十  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）3  
十一  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
十七  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2  
三十 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉)  
三十一 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉)  
三十三  （依頼＋依応）1 (交渉)  
四十七 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
四十九 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
五十四 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1＋(条調) (終了) 
六十 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
六十一 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
六十二 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
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六十五 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
六十八 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉)  
「依頼・拒絶」の展開（27会話） 
二 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
十三  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
十九  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2  
二十  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2  
二十二 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2  
二十三 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）3  
二十五  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
二十七 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
二十八 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
二十九 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
三十四  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
三十五 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
三十七 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
三十八 (先行) （依頼＋依応）1  (終了) 
三十九 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
四十  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
四十一  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
四十二 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
四十三 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1＋(交渉)  
四十四 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1  
四十五 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）2 (終了) 
四十六 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）3 (終了) 
五十 (先行) （依頼＋依応）1 (交渉) (終了) 
五十六 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
五十七  （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1＋(条調) (終了) 
五十八  （依頼＋依応）1 (交渉)  
六十三 (先行) （依頼＋依応）1 （依頼＋依応）1 (終了) 
 




















A1 A2 A3 A4 A5 A6 合計 
7 18 1 1 1 ― 28 
1会話平均 1.17 3.00 0.17 0.17 0.17 ― 4.67 
日本語の被依頼者 
のストラテジー 
B1 B2 B3 B4    
7 14 ― 2   23 
1会話平均 1.17 2.33 ― 0.33   3.83 
延辺朝鮮語の依頼 
者のストラテジー 
A1 A2 A3 A4 A5 A6 合計 
19 28 1 7 ― 4 59 
1会話平均 0.95 1.40 0.05 0.35 ― 0.20 2.95 
延辺朝鮮語の被依頼者
ストラテジー 
B1 B2 B3 B4    
28 6 1 1   36 
1会話平均 1.40 0.30 0.05 0.05   1.80 
 
まず、全会話中に使用されたストラテジーの総数は日本語が 51（1会話あたり 8.50）であ
る。そのうち、依頼者が 28（1会話あたり 4.67）、被依頼者が 23（1会話あたり 3.83）とな
っている。延辺朝鮮語は総数が 95（1会話あたり 4.75）だが、そのうち依頼者が 59（1会話
あたり 2.95）、被依頼者が 36（1会話あたり 1.80）となっている。 
次に、個々のストラテジーを考察する。日本語は A1、A2、A3、B2、B4の 1会話平均が延辺
朝鮮語より多い。A4と B1は延辺朝鮮語のほうが日本語より 1会話平均が多い。日本語には
















7AJ15: お母さんが後 2日、3日したらさあ//、仕送ってくれるって言うんだけど－、 
8BJ16: うん。 





































常に親しい関係に限って」使用されるものである。例 6-4 を参照されたい。例 6-4 で使用された





例 6-4  씨、니까 내 논거 하루 이틀이니？그럼 내 언제 돌려줄가？ 
          何を、私とあなたの付き合いじゃないか？じゃ、いつ返したらいい？ 






 【本用件部】の始まりに使用されたストラテジーは日本語に 2種類、延辺朝鮮語に 9種類
見られた。【本用件部】の始まりで使われた個々のストラテジーの使用数をみると、日本語は
6会話中、{A2:論理型}が 6と最も多く、{A1:主張型}が 1あって 2番目に多い。延辺朝鮮語



















1 A2 3 4 3 1 




3 A2A1 3、1 2 3、1 9 
4 A6A2   12、3 1 
5 A2A4   3、7 1 
6 A2A4A1   3、7、1 1 
7 A2A1A4   3、1、7 1 
8 A3A2A1   6、3、1 1 







れていない｛A4:負担感関連型｝が 3、｛A6:圧力型｝が 2、｛A3:正当型｝を 1使用している。





































十六 A2A1 3,1 九 A2A4A1 3,7,1 
二十六 A2A1 3,1 十二 A2A1A4 3,1,7 
   十四 A3A2A1 6,3,1 
   十五 A2A1 3,1 
   十六 A2A1 3,1 
   十八 A6A2A1 12,3,1 
   二十四 A2A1 3,1 
   四十八 A2A1 3,1 
   五十一 A2A1 3,1 
   五十二 A2A1 3,1 
   五十五 A1 1 
   六十四 A2A1 3,1 













例 6-5 日本語会話十六：〔依頼者＝J13（22歳、男性 被依頼者＝J14（22歳、男性）〕 















例 6-7 延辺朝鮮語会話九：〔依頼者＝K11（22歳、男性）被依頼者＝K12（22歳、男性）〕 
1AK11: 내 요 며칠 좀 돈이 바쁘다。그래 한 내 2.3일 후에 좀 돌려줄수 있을거 같은 
데、니 날 한 좀 돈이 되면 300원쯤 빌려줄수 있니？ 
         私ここ数日ちょっと金欠になったのよ。それで大体 2、3週後に返せるんだけど、
君ちょっとお金大丈夫だったら 300元ぐらい貸してくれる？ 
2BK12: 그래 좀 기다려라。나래 은행가서 찾아서 그래주마。 
                    じゃちょっと待ってて。後で銀行に行って下ろしてあげるから。 
 
例 6-7をみると、延辺朝鮮語は 1ターンでつまり 1AK11で 3つのストラテジ 「ー3,7,1：情
報提供、負担感の軽減、直接依頼」を使用している。{A2：「3」:論理型「情報提供」}の「내 
요 며칠 좀 돈이 바쁘다。私ここ数日ちょっと金欠になったのよ。」、{A4「7」:負担感関連
型「負担感の軽減」}の「그래 한 내 2.3일 후에 좀 돌려줄수 있을거 같은데、それで大体
2、3週後に返せるんだけど、」、{A1「1」:主張型「直接依頼」}の「니 날 한 좀 돈이 되면 














例 6-8 延辺朝鮮語会話一：〔依頼者＝K2（22歳、女性） 被依頼者＝K1（22歳、女性）〕 
1AK2: 영얼루 론문 쓰겠는데、이 십페지 좀 번역해달라。              
                   英語で論文を書くんだけど、この 10頁をちょっと訳してくれ。(依頼) 
2BK1: 어느거야？                            どれ？ (質問) 
3AK2:  이거 여기 십페지。                     これここの 10頁。(応答) 














辺朝鮮語に 1会話現れた。表 6-6を参照されたい。この表の読み方は、例えば、「「A2-B2」(3) 









































隣接応答ペアとしての「依頼」と「承諾」の展開は例 6-9と例 6-10に挙げる。 
 
例 6-9 日本語会話十九:〔依頼者＝J15（22歳、女性） 被依頼者＝J16（22歳、女性）〕 
(中略) 
5 AJ15: ちょっと生活費がさあ//、足りなくて、 
6 BJ16: うん。 
7 AJ15: お母さんが後 2日、3日したらさあ//、仕送ってくれるって言うんだけど－、 
8 BJ16: うん。 
9 AJ15: ちょっと後 2．3日間さあ、 
10 BJ16: うん、うん。 
11 AJ15: 足りなくてさあ、1万円ぐらい借りたいけどさあ、 
12 BJ16: うん、うん。 
13 AJ15: ちょっと貸せないかな。 




依頼者は 5 AJ15、7 AJ15、11 AJ15で「ちょっと生活費がさあ//、足りなくて、」「お母さ
んが後 2日、3日したらさあ//、仕送ってくれるって言うんだけど－、」「ちょっと後 2．3
日間さあ、」と言って{A2「3」：論理型「情報提供」}を使用し、被依頼者はこの 3つの発話
に対して「6 BJ16: うん。」、「8 BJ16: うん。」、「10 BJ16: うん。うん。」と{B2「6」：中立
型「相槌・継続・共感」}を使用している。依頼者は情報を 1ターンで一気に伝えるのでは
なく、被依頼者とやり取りをしつつ 2人で築き上げている。延辺朝鮮語にもこれに似た展開
があるあるものの、他の型も同時に見られる。例 6-10のようである。1AK29「아-？ 우리 
엄마 요즘에 어째 생활비 제대루 안 부친단말이다。あ－？お母さん最近なぜからなのか
生活費をちゃんと送ってくれないんだよね。」と 2BK30「응。うん。」は日本語と同じで「A2-B2」
の応答ペアとなっているが、3AK29となると依頼者の{A2：論理型}の「한 2.3일 늦어질것같다。
大体 2、3日遅れそうだけど。」だけでなく、{A1：主張型}の「300원만 먼저 빌려달라응？




1AK29:아-？ 우리 엄마 요즘에 어째 생활비 제대루 안 부친단말이다。 
          あ－？お母さん最近なぜからなのか生活費をちゃんと送ってくれないんだよね。 
2BK30:응。                                 うん。 
3AK29:한 2.3일 늦어질것같다。300원만 먼저 빌려달라응？생활비 오면 인차 줄게。 
体 2、3日遅れそうだけど。300元だけ先に貸してくれる？生活費来たらすぐ返すから。 








2AK22: 내 생활비 모자란단말이다。그런데 응 돈이 필요한데、액수 쬬꼼 많단말이다。 
私ね、生活費足りないんだけど。しかし、ええと、お金が必要でね、額がちょっと
多いんだけど。 
3BK24: 얼마？                                いくら？ 
4AK22: 두장。                                2枚。 
5BK24: 리자 붙혀달라응？                       利子つけてね？ 
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6AK22: 씨、니까 내 논거 하루 이틀이니？그럼 내 언제 돌려줄가？ 
                 何を、私とあなたの付き合いじゃないか？じゃ、いつ返したらいい？ 




いる。そうして依頼談話は前に進んでいく。2AK22で依頼者が「내 응 생활비 모자란 




















極型｝である。会話十四では「2BK19：야-？ 이것두 모르니？그래 내 알켜줄게。おい、こ
れも知らないのか？じゃ、俺が教えてあげる。」という「非難」と「承諾」が使用され

























































の展開は日本語に 29会話、延辺朝鮮語に 20会話見られた。 
 








A1 A2 A3 A4 A5 A6 合計 
26 97 6 3 4 ― 136 
1会話平均 0.90 3.34 0.21 0.10 0.14 ― 4.69 
日本語の被依頼者スト
ラテジー 
B1 B2 B3 B4    
― 120 ― 5   125 
1会話平均 ― 4.14 ― 0.17   4.31 
延辺朝鮮語の依頼者ス
トラテジー 
A1 A2 A3 A4 A5 A6 合計 
18 20 2 2 ― 4 46 
1会話平均 0.86 0.95 0.10 0.10 ― 0.19 2.19 
延辺朝鮮語の被依頼者
ストラテジー 
B1 B2 B3 B4    
― 28 ― ―   28 





9.00）で、そのうち依頼者が 136（1会話あたり 4.69）、被依頼者が 125（1会話あたり 4.31）
となっている。延辺朝鮮語は総数が 74（1会話あたり 3.52）であるが、そのうち依頼者が 46
（1会話あたり 2.19）、被依頼者が 28（1会話あたり 1.33）となっている。【本用件部】の「依


























1 A2 3 21 3 5 




3 A3   6 1 
4 A2A1 3、1 2 3、1 8 
5 A1A5 2、9 1   
6 A6A2   12、3 2 
7 A6A1A4   12、1、7 1 




と｛A2A1｝が各 2、{A1A5}が 1会話に見られた。延辺朝鮮語は{A2A1}が 8と最も多く、次に
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八 「A1-B2」 三 「A1-B2」 
六十五 「A1-B2」 四 「A6A1A4-B2」 
七十一 「A1A5-B2」 五 「A2A1-B2」 
  六 「A2A1-B2」 
  七 「A2A1-B2」 
  八 「A3A2A1-B2」 
  十 「A2A1-B2」 
  十一 「A2A1-B2」➝A2 
  十七 「A1-B2」➝A2 
  四十七 「A2A1-B2」 
  四十九 「A1-B2」 
  六十一 「A2A1-B2」 
情報のやり取り＋「依頼-曖昧」 
二 「A2-B2」(5)➝「A3A1-B2」 三十 「A6A2-B2」➝「A1-B2」➝A2 
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四 「A2-B2」(5)➝「A1-B2」 三十一 「A6A2-B2」➝「A2-B2」➝
「A2A1-B2」➝A2 
六 「A2-B2」➝ 「A2-B4」➝「A1-B2」 三十三 「A2-B2」➝「A1-B2」➝A5 
七 「A2-B2」(4)➝「A4A1-B2」 六十五 「A2-B2」➝「A2A1-B2」➝A2 
十一 「A2-B2」(3)➝「A1-B2」➝「A2-B2」 六十八 「A2A1-B2」 
十二 「A2A1-B2」   
十四 「A2-B2」(3)➝「A2A1-B2」➝A2   








三十九 「A2-B2」(11)➝「A1-B2」   




四十六 「A2-B2」（2）➝「A5A1-B2」   
四十七 「A2-B2」(4)➝「A3-B2」➝「A1-B2」   
五十三 「A2-B2」(2)➝「A1-B2」   




六十四 「A2A1-B2」   





九 「A2-B2」 六十二 「A2-B2」 
二十九 「A2-B2」   
四十五 「A2-B2」   
その他 












この展開は日本語に 3会話、延辺朝鮮語に 12会話現れた。表 6-10は「依頼-曖昧」の内訳
を示している。 
 









八 「1-4」 三 「1-5」 
六十五 「1-7」 四 「12,1,7-4」 
七十一 「2,9-4」 五 「3,1-5」 
  六 「3,1-7」 
  七 「3,1-4」 
  八 「6,3,1-5」 
  十 「3,1-4」 
  十一 「3,1-4」 
  十七 「1-4」 
  四十七 「3,1-4」 
  四十九 「2-4」 












1AJ55: 論文を 10頁書いてほしいんだけど－、 
2BJ56: ええ？｛笑い｝ 
 




例 6-13延辺朝鮮語会話四〔依頼者＝K5（22歳、女性） 被依頼者＝K6（21歳、女性）〕 
 (中略) 
1AK5: 아-？우리 아부지 왜 날 돈 안주나？날 한 300 원 빌려달라。내 한 두날후에 
줄게。あ-？うちのお父さん何かお金くれないんだよね？私に 300元ぐらい貸してく 
れ。2日ぐらい後に返してあげる。 
2BK6: 300원이나？                             300元も？ 
 
例 6-13で依頼者は 1AK5で「아-？우리 아부지 왜 날 돈 안주나？あ-？うちのお父さん
何かお金くれないんだよね？」｛A6「12」:圧力型「加圧」｝、「날 한 300원 빌려달라。私に





























二 「3-6」(5) ➝「6,1-4」 三十 「12,3-6」➝「1-4」 
四 「3-6」(4),「3-7 」➝「1-7」 三十一 「12,3-6」➝「3-6」➝
「3,1-4」 
六 「3-6」➝「3-12」➝「1-4」 三十三 「3-7」,「3-6」➝「1-4」 
七 「3-6」(4)➝「8,1-4」 六十五 「3-6」➝「3,2-4」 
十一 「3-6」(3)➝「1-5」 六十八 「3,1-6」 
十二 「3,1-7」   
十四 「3-6」(3)➝「3,1-5」   
二十二 「3-6」(2)➝「9,1-5」   
二十五 「3-6」(3) ➝「8-6」➝「6-5」➝「1-4」   
三十四 「3-6」(2)➝「1-4」   
三十五 「3-6」➝「1-4」➝「3-7」➝「9-6」   
三十九 「3-6」(9), 「3-4」(2)➝ 「1-4」   
四十 「3-6」(9)➝ 「1-4」   
四十四 「3-6」(2), 「3-12」(2)➝ 「6,2-7」   
四十六 「3-6」(2)➝ 「9,1-5」   
四十七 「3-6」(4)➝ 「6-6」➝ 「1-4」   
五十三 「3-6」(2)➝ 「1-4」   
五十八 「3-6」(2)➝ 「1-4」   
五十九 「3-6」(2), 「3-4」➝「3-12」➝ 
「1,3-4」 
  
六十四 「3,2-6」   




いているものが 9 例見られた。「3,1/1,3：情報提供、直接依頼/直接依頼、情報提供」が 3、
「9,1:配慮発話、依頼」が 2、「3,2:情報提供、間接依頼」「6,2:称賛、間接依頼」「6,1:称賛、








は、「4: 相手の発話を確認・復唱」が 13、「5：詳しい情報を要求」「7:曖昧・思案」が 4
見られ、延辺朝鮮語は「4: 相手の発話を確認・復唱」が 4、「6：相槌・継続・共感」が 1見
































8 BK28: 응。                               うん。 
9AK27: 또 영얼루 됐단말이。                また英語で書かれていて。 
10 BK28: 응。                               うん。 
11AK27: 근데 아 내 너무 몰라서 니 또 방조해줘야 될것같다。けどね、あ、私ね、まった
く分からなくて、君にまた手伝ってもらわないといかないのよ。 
12BK28: 또？                               また？ 
13AK27: 응。                                うん。 
 
  上の例で、依頼者は 7AK27「 아-？우리 또 선샌데 바치는게 있지무、あ-？私たちまた先
生に提出するのがあるんだけど、」と 9AK27「또 영얼루 됐단말이。また英語で書かれてい
て。」で情報提供を行う。この 2つの間に被依頼者は「うん」と「６:相槌・継続・共感」を




















五十四 「3-5」  
九 「3-4」 六十二 「3-4」  
二十九 「3-4」   
四十五 「3-7」   
 
日本語は{A2「3」:論理型「情報提供」}が 16、｛A2「4」：論理型「情報要求」｝が 1 現れ、
被依頼者は「6:相槌・継続・共感」と「4:相手の発話を確認・復唱」で応答することが多い。
延辺朝鮮語は{A2「3」:論理型「情報提供」}が 2現れ、「4:相手の発話を確認・復唱」と「5:























20 BJ5: 楽に。 
21AJ6: そうそうそう、で、あさってまでで//からさあ、 






















2AK40: 내 집에 있재、좀 사정이 있다。       私家にねえ、ちょっと事情があってね。 
3BK50: 알았다。그래 또 얼매야？              分かった。じゃ、またいくら？ 
 




























2AK55: 전번에 그 론문 번역해준게 진짜 대박이더라。 
     この前にあの論文翻訳してもらったのが大ヒットしたよ。 
3BK56: 진짜?                                まじで？ 
4AK55: 응、 근데 또 미안하게 이번에 열페지나 번역해달라재-야。아-？ 
うん、しかしまた申し分けないけど、今度は 10頁もやってくれっていうんだよ、あ-? 
5BK56: 열페지？ 그리 많이？                  10頁？そんなにたくさん？ 
 
 例 6-19は最初に相手を 2AK55「전번에 그 론문 번역해준게 진짜 대박이더라。この前に
その論文翻訳してもらったのが大ヒットしたよ。」と称賛することで、相手の気分をポジテ
ィブな状態にしてから、次に 4AK55「 응、 근데 또 미안하게 이번에 열페지나 번역 
해달라재-야。 아아-？うん、しかしまた申し分けないけど、今度は 10頁もやってくれって
いうんだよ、あ-?」という{A4A1A6:負担感関連型、直接依頼、圧力型}の複数ストラテジーを


























6.3.5  日本語と延辺朝鮮語の比較 
 6.3では、両言語の「依頼・曖昧」の展開を次のようにまとめる。日本語は「依頼・曖昧」































展開を指す。この展開は日本語に 32会話、延辺朝鮮語に 27会話あった。 
 
6.4.1 ストラテジーの出現頻度 





A1 A2 A3 A4 A5 A6 合計 
29 87 4 4 4 ― 128 
1会話平均 0.91 2.72 0.13 0.13 0.13 ― 4.00 
日本語の被依頼者スト
ラテジー 
B1 B2 B3 B4    
― 76 36 1   113 
1会話平均 ― 2.38 1.13 0.03   3.53 
延辺朝鮮語の依頼者ス
トラテジー 
A1 A2 A3 A4 A5 A6 合計 
21 29 ― ― ― 6 56 
1会話平均 0.78 1.07 ― ― ― 0.22 2.07 
延辺朝鮮語の被依頼者
ストラテジー 
B1 B2 B3 B4    
― 8 28 ―   36 
1会話平均 ― 0.30 1.04 ―   1.33 
 
まず、全会話中に使用されたストラテジーの総数をみると、日本語は 241（1会話あたり
7.53）で、そのうち依頼者が 128（1会話あたり 4.00）、被依頼者が 113（1会話あたり 3.53）
となっている。延辺朝鮮語は総数が 92（1会話あたり 3.41）だが、そのうち依頼者が 56（1
会話あたり 2.07）、被依頼者が 36（1会話あたり 1.33）である。【本用件部】の「依頼・拒絶」



























1 A2 3 23 3 4 








3 A2A1 3，1 2 3，1 8 
4 A2A3A1 3,6,1 1   
5 A2A6   3,12 1 
6 A6A2   12,3 2 
7 A1A2   1,3 1 
8 A2A2   3,4 1 
9 A1A2A1   2,3,1 1 
10 A6A2A1   12,3,1 1 




論理型、主張型｝が 2、{A2A3A1：論理型、正当型、主張型}が 1会話に見られた。 

















この展開は日本語に 5会話、延辺朝鮮語に 16会話見られた。表 6-15は隣接応答ペアとし
ての「依頼」と「拒絶」の展開で使用された会話参加者の用いたストラテジーである。 
 























二十七 A1 1 B3B3B3 8,9,10 二 A1 1 B3B3 11,8 
四十二 A1 1 B3 8 十三 A2A1 3,1 B3 8 
六十 A2A1 3,1 B3B2 8,5 十九 A1 2 B3 8 
六十六 A1 2 B3 8 二十 A1 2 B3 8 
七十三 A1 2 B3 8 二十二 A2A1 3,1 B3 8 
     二十三 A1 2 B3 11 
     二十五 A2A1 3,1 B3B3 11,8 
     二十八 A2A1 3,1 B3 8 
     三十四 A2A1 3,1 B3 8 
     三十五 A1A2A1 2,3,1 B3 8 
     三十八 A1A2 1,3 B3 11 
     三十九 A1 2 B3 10 
     四十二 A1 2 B3B3 11,9 
     四十三 A2A1 3,2 B3 11 
     四十五 A6A2A1 12,3,1 B3 9 
















のである。延辺朝鮮語会話四十二の 7BK38「야、 열페지나야？나두 공부할 시간이 





例 6-20 日本語会話二十七: 〔依頼者＝J21（22歳、男性）被依頼者＝J20（23歳、男性）〕 










例 6-21 延辺朝鮮語二：〔依頼者＝K2（22歳、女性） 被依頼者＝K1（22歳、女性）〕 
(中略) 
2AK3:이번에 열페지정도 써주개？              今度は 10頁程度書いてくれる？ 
3BK1: 아－？ 너무 많다 。그게 。               あ－？多すぎる。それは。 
 
 例 6-21で依頼者が 2AK3「이번에 열페지정도 써주개？今度は 10頁程度書いてくれる？」




6.4.3.2 「応答を保留する挿入発話連鎖」を含む展開  
100 
 









































が挿入されている。例 6-22と例 6-23に「質問－答え」が挿入される例を挙げておく。 
 














1AK36: 내 지금 응、 생활비 좀 한 2.3일 늦어질것같단말이다。그래 집에서 아직은 
부치지 못했지무、낸데 그래 먼저 한 300원 꿔주개？ 
        私今ね、生活費が、少しちょっと 2.3日ぐらい遅れそうなんだけど。家ではまだ送
っていないだよ、先に 300元ぐらい貸してくれない？ 
2BK35: 그리 많히?                         そんなにたくさん？ 
3AK36: 응。                                 うん。 
4BK35: 나두 요즘 써우털 찐한데。             私も最近余裕の金がないんだよ。 
 
上の例で、1AK36「내 지금 응、 생활비 좀 한 2.3일 늦어질것같단말이다。그래 
집에서 아직은 부치지 못했지무、私今ね、生活費が、少しちょっと 2.3日ぐらい遅れそうな




して例 6-22と例 6-23を図式化して図 6-2に示す。 
 


















16BJ48: A3で 10頁？｛笑い｝いや、厳しいわ－。それは－。 
 




























































































































り出していることが分かる。例 6-25と例 6-26に両言語の例を挙げる。 
 














2AK22: 전번에 영어론문으응-、아-？ 선생 또 냈단말이야。 
                       この前の英語論文をねえ-、あ-？先生がまた課題出したんだけど。 
3BK24: 그래 내 잘못했다니？                                 私がまちがったって？ 
4AK22: 아니、이번에 열페지 냈단말이다。그래 이번에 열페지 날 다 번역해주면 
안되니？아-？ 난 도저히 모르겠다。 
いいえ、今度は 10頁出されたのよ。それで今度は 10頁訳してもらえない？あ-？ど
うしても私にはできない。 
5BK24: 아니 얼마나 바쁘야？한 열페지란게 어디야！  
いや、それは難しいでしょ？10頁っていうのはないでしょ？ 
 
例 6-26は依頼者の「情報提供」「加圧」のストラテジー「전번에 영어론문으응 - 、 
아-？ 선생 또 냈단말이야。この前の英語論文をねえ-、あ-？先生がまた課題出したんだけ
ど。」から始まる。それを聞いて、被依頼者が 3BK24「그래 내 잘못했다니？ 私がまちがっ
たって？」と詳しい情報を要求すると、被依頼者は「3,1,12:情報提供、直接依頼、加圧」で








































































7AK42: 바쳤는데 이번에 어째 또 해라니？아-？ 이번에 어째 이리 바쁘야！ 길구、 
提出したのに今度は何でまたやれって言うんだろ？あ-？今度はどうしてこんなに難
しいんだろう！長くて 




































4BK26: 넌 전번에 금방 가지구 뭐 또 생활비 모자라야？ 
                     この前もらったばかりなのにまた生活費が足りないの？ 
5AK25: 응。내 좀 요새 미친 짓을 했다 
うん、私ちょっと最近間抜けなことやっちゃった。 
6BK26: 너 어디다 비벼써？                   どこに無駄使いしたの？ 
7AK25: 응。그냥 비벼썻다。               うん。まあ使っちゃったんだけど。 
 






















































































「依頼・承諾」で 6会話中 4会話、「依頼・曖昧」で 29会話中 21会話、「依頼・拒絶」で 32
会話中 18会話に見られた。それに対して、延辺朝鮮語の主要な談話展開のパターンは隣接応
答ペアとしての「依頼」と「承諾」/「拒絶」である。「依頼・承諾」で 20会話中 13会話、



























を示すことが多い。日本語は 27会話中 24会話で、延辺朝鮮語は 20会話中 16会話で使用し
ている。そのうち、日本語は「相手の発話を確認・復唱」「詳しい情報を要求する」が最も多
く、延辺朝鮮語は「相手の発話を確認・復唱」「思案・曖昧」が多い。また、依頼者の発話で



































A1 A2 A3 A4 A5 A6 合計 
56 92 6 64 22 ― 240 
1会話平均 0.92 1.51 0.10 1.05 0.36 ― 3.93 
日本語の被依頼者 
のストラテジー 
B1 B2 B3 B4    
98 67 44 8   217 
1会話平均 1.61 1.10 0.72 0.13   3.56 
延辺朝鮮語の依頼 
者のストラテジー 
A1 A2 A3 A4 A5 A6 合計 
50 71 7 47 9 33 217 
1会話平均 1.06 1.51 0.15 1.00 0.19 0.70 4.62 
延辺朝鮮語の被依頼者
ストラテジー 
B1 B2 B3 B4    
78 35 43 2   158 




7.49）で、そのうち依頼者が 240（1会話あたり 3.93）、被依頼者が 217（1会話あたり 3.56）
となっている。延辺朝鮮語は総数が 375（1会話あたり 7.98）だが、そのうち依頼者が 217






































   12BJ11: 今度の文献はすごく長くて、以前よりすごく頑張ってるんだけど、 















タイプ 表現例 タイプ 表現例 
一 共感 そうね。 十 了解 그렇니？    そう？ 
四 共感 でっかいよね、でっかいよ
ね、でっかいんやけど、 
十一 共感 돈 많지? 
お金多いよね？ 
十五 共感 うん、と思うんだけど//、 三十三 共感 응、좀 많지！ 
うん、ちょっと多いね！ 
二十 驚き へえ、まじ。本当に？ 四十 了解 그렇니？   そう？ 
二十二 共感 ちょっと多いんだけど。    
二十三 共感 ああ、だよね－？    
三十 了解 うん、そうか    
三十五 共感 大変なのは分かるんやけ
ど、分かるけども、 
   
三十八 共感 ～も生活あるもんなあ-。    
五十四 驚き まじ？ああ－－、    
六十三 了解 うん    
六十六 了解 うん    
六十九 共感 ええ、1万円って結構大き
いね、額だよね。 




































二 A2 3 二 A6A1 12,1 
三 A2 3 三 A2A1 3,1 
五 A1 2 四 A1 2 
六 A1 2 五 A4 8 
七 A1 1 六 A1 2 
八 A1 1 七 A1 1 
九 A4 7 八 A2A1 3,2 
十一 A1A2 2,3 十三 A6A4 12,7 
十二 A1A2 2,3 十七 A2 3 
十三 A4 8 十九 A2A1 12,1 
十四 B1 3 二十 A6A4 12,7 
十七 A1 2 二十二 A1 1 
十八 A1 2 二十三 A4 8 
115 
 
二十一 A2 3 二十五 A4 7 
二十四 A2 3 二十七 A6A4 12,7 
二十五 A1 2 二十八 A1A4 2,8 
二十七 A2 3 二十九 A1 2 
二十九 A2 3 三十 B1 2 
三十一 A4 7 三十一 B1 3 
三十四 A4 7 三十四 A2A4  3,7 
三十六 A2 3 三十五 A3A1 6,3 
三十七 A2 3 三十七 A2A1A3 3,1,5 
三十九 A1A4 2,7 三十八 B1B1 2,3 
四十 A4 7 三十九 A2 4 
四十二 A1 2 四十一 A6A1A4 12,1,8 
四十三 A4A4 8,7 四十二 A4 7 
四十四 A4A1 8,2 四十三 A6A2 12,3 
四十五 A4A1 8,2 四十四 A6 11 
四十六 A1 1 四十五 A6A2A1 12,3,1 
四十七 A1 2 四十六 A6A2A1 12,3,1 
四十八 A4 7 四十七 A2 3 
四十九 A4A1 7,1 四十九 A2 3 
五十一 A1 2 五十 A6A1 12,1 
五十二 A4  7 五十四 A1 2 
五十三 A2A1 3,2 五十六 A6 12 
五十五 A2 3 五十七 A1A4 2,7 
五十六 A1 2 五十八 A2A3A2 3,6,3 
五十七 A2 3 六十 A4 8 
五十八 B1 2 六十一 A4 7 
五十九 B1 3 六十二 A4 7 
六十 A2 3 六十三 A6A4A1 12,7,1 
六十二 A2 3 六十五 B1 3 
六十四 A4A2 7,3 六十八 A4 7 
六十五 A1 1    
六十八 B1 2    
七十 A4 7    
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七十一 A4A4 7,8    
七十三 A1 2    







































56 10種類 67 17種類 
 













る。会話例 7-2と例 7-3に示す。 
 












例 7-3延辺朝鮮語会話三十八: 〔依頼者＝K35（22歳女性）被依頼者＝K36（22歳女性）〕 
(中略) 
6BK36: 그래 아부지까 말할가？그래 언제 주개？ 
じゃ、お父さんに言ってみようかな？いつ返してくれる？ 
7AK35: 3일후에 널 줄게。                   3日後に返してあげる。 




て、6BK36「그래 아부지까 말할가？그래 언제 주개？じゃ、お父さんに言ってみようかな？
いつ返してくれる？」と{B1B1｢2,3｣:積極型｢承諾に有利な発話を含む発話、新情報を要求す














テジーがあった。例 7-4～例 7-10にこれらの例を挙げておく。 
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例 7-4: 요즘에 살지 못한다。어찌니？ 
最近生きていけない。どうしよう？    情報提供 (延辺朝鮮語会話四十七：5AJ31) 
例 7-5: もう、何か J20以外に頼れる人いないんよ。  親密    (日本語会話二十三：25AJ19) 
例 7-6: ちょっと、一緒に考えよう？        負担感の軽減  (日本語会話五十二：7AJ46) 
例 7-7:  돈 많지?        お金多いよね？    共感     (延辺朝鮮語会話十一: 3AK57) 
例 7-8: 응。내일에 돌려줄게。 
うん。明日返してあげる。       保障      (延辺朝鮮語会話六十一: 3AK57) 
例 7-9: 아무리 그래두 내 부탁하재니？그래 그냥 한 어떻게 100원만 어떻게？ 
それはそうだけど頼んでいるんじゃないか？100元だけじゃ駄目だろう？ 
強要      (延辺朝鮮語会話六十一: 3AK57) 
例 7-10: 응、 근데 공짜는 안 바랄게。 밥 사줄게。 















が 9会話中 8会話に用いられ、複数ストラテジーは 1会話にしか現れていない。 









































































例 7-12:延辺朝鮮語会話三十四:〔依頼者＝K31（23 歳女性）被依頼者＝K32（23歳、女性）〕 
(中略) 
3AK31: 한 2.3일후이면 우리엄마 돈이 올게。돈 오면 인차 돌려줄게。 
        2、3日後になるとお母さんから仕送りが来る。お金来たらすぐ返してあげる。 
4BK32:  응、된다。                         うん、いいよ。 
 
7.4.2 承諾を保留する挿入発話連鎖 



























一 A5A1 9,1 四 A1 2 
四 A2 3 六 A1 2 
五 A1 2 七 A1 1 
六 A1 2 十三 A6A4 12,7 
十二 A1A2 2,3 二十二 A1 1 
二十二 A1 2 二十五 A4 7 
二十三 A3 5 二十八 A1A4 2,8 
三十 A4A1 8,1 二十九 A1 2 
三十五 A3 5 三十五 A3A1 6,3 
三十六 A2 3 三十七 A2A1A3 3,1,5 
三十七 A2 3 四十 A1A4 2,7 
四十三 A4A4 8,7 四十四 A6A3 12,5 
四十八 A4 7 四十七 A2 3 
四十九 A4A1 7,1 五十八 A2A3A2 3,6,3 
五十二 A4 7 六十 A4 8 
五十四 A2 3    
六十 A2 3    
六十三 A2 3    
六十四 A4A2 7,3    
六十六 A4 8    
六十九 A2 3    
七十 A4 7    













「加圧、依存」は延辺朝鮮語会話四十四の 8AK41「야-？뭐 좀 나 지금 빌릴데 다 빌 
려봐서 누구도 다 안 빌려준다。おい-？なんかちょっと貸せる人にはひととおり借りてみ
たので誰も貸してくれないのよ。」、｛A6A4「12，7」：「加圧、保障」｝は延辺朝鮮 











られているのか、表 7-6を参照されたい。  
まず、被依頼者の態度に使われたストラテジーをみると、日本語は 11会話中 B1の「2:承
諾に有利な情報を含む発話」が 9会話、B1の「3:新情報を要求する発話」が 1会話、B4の
「12:配慮発話」が 1会話あった。延辺朝鮮語は 7会話中 B1の「3:新情報を要求する発話」





日本語は{A4：負担関連型}が 5、{A1:主張型}と{A2：論理型}が各 4、{A3：正当型}と{A5： 
対人的配慮型}が各 1回使用されている。延辺朝鮮語は A2が 6、A1が 2、A6と A5が各 1使用
されている。単独ストラテジーをみると日本語は A4が 4会話に、A2が 3会話に、A1が 2会 

























































































   
 
圧力型｝を使用している。この会話で使用された A6をみると、延辺朝鮮語会話三十七で
























例 7-14延辺朝鮮語会話七: 〔依頼者＝K9（21歳、男性）被依頼者＝K10（21歳、男性）〕 
(中略) 
3AK9: 열페지다.                                10頁。 
4BK10: 언제쯤이면 되야？                    いつごろまででいい？ 




























B2 依頼者ストラテジー B2 依頼者ストラテジー 
一 4 「A2-B2」➝「A5-B1」 
「3-4」➝「10-1」 






二十八 5 「A2-B1」 
「3-1」 
五 5 「A2-B1」 
「3-1」 
二十九 7 「A4-B2」➝「A2-B1」 
「8-5」➝「3-1」 
十二 6 「A4-B2」➝「A4-B1」 
「7-6」➝「7-1」 
三十五 4 「A4-B1」 
「8-1」 
三十六 4 「A4-B1」 
「7-1」 





四十七 5 「A2-B1」 
「3-1」 











六十六 4 「A4A1-B1」 
「8,1-1」 
   
六十九 6 「A2-B4」➝「A2-B1」➝ 
「A4-B2」➝「A4A4-B2」➝
「A4-B2」「3-12」➝「3-2」




七十 4 「A4-B1」 
「7-1」 
   
七十一 6 「A2-B2」➝「A2-B1B1」 
「3-4」➝「3-1,2」 
   
 
まず、被依頼者の態度に使われたストラテジーをみると、日本語は 12会話中 B2の「6: 相
槌・継続・共感」が 6会話、「4: 相手の発話を確認・復唱」が 5会話、「5: 詳しい情報を
要求/提供」が 1会話あった。延辺朝鮮語は 7会話中 B2の「5: 詳しい情報を要求/提供」が




連型}が 11、{A2：論理型}が 13、{A1:主張型}と{A5：対人的配慮型}が各 1回使用されている。
日本語で A4は７会話に 11回使用され、内容は「7:負担感の軽減」が 8回、「8:負担感の埋
め合わせ」が 3回用いられている。また、日本語で A2が 7会話に 13回見られ、内容が「3：
情報提供」のみとなっている。延辺朝鮮語は{A2：論理型}が 10、｛A4:負担感関連型｝が 6、





























  三十三 「B1-A2」➝B1 
「3-3」➝1 
  三十八 「B1B1-A4」➝B1 
「2,3-3」➝1 










依頼者の絶対 1万円ではないといけない言葉に、依頼者は被依頼者に 13BJ52「1万円か。」 と





11BJ52: 絶対 1万円じゃだめ？3000円とかは駄目？ 









会話三十三では「언제까지 하문 되니？いつまでやればいい？」、会話三十八では「그래 
아부지까 말할가？그래 언제 주개？じゃ、お父さんに言ってみようかな？いつ返してくれ
る？」、会話六十五では「무슨 내용이길래？どんな内容なの？」と依頼を受け入れる姿勢に
なって「新情報を要求」したり、「承諾に有利な情報を含む発話」を言ったりする。これらの
質問に対して、依頼者は「그럼 날 언제 꺼내줄수 있니？じゃ、いつ下ろしてくれ
る？」、「응-、 이번에 한 십 십페지될게。아-、내맛있는거사줄게。해달라。うん
-、今回は 10頁ぐらい。あ-、美味しいもの買ってあげるから、やってくれ。」「될수록 
빨리。できるだけ速く。」、「3일후에 널 줄게。3日後に返す」「모른다。영어를 있재 

















 日本語は{A4:負担感関連型}{A1:主張型}{A2:論理型}の 3種類のストラテジーを使用して 4
種類のストラテジーの組合せ方があった。単独ストラテジーが 9会話中 8会話に使われ、A1
が最も多く、次に A4が多く、A2は 1会話にしか使われていない。複数ストラテジーは A4A1
のみである。延辺朝鮮語は日本語に出た{型}以外に{A5：対人的配慮型}と{A6：圧力型}も使

















































ので、同じ会話が 7.5.1と 7.5.2の 2つの節で同時に論じられることがある。 
{B3：消極的な態度}の発話数を調べたところ、日本語の 44に対し、延辺朝鮮語は 43観察










いる。 依頼者の依頼で日本語は 5種類のストラテジーを使用して 9種類のストラテジーの
組合せが現れた。{A2:論理型}が 13、{A1:主張型}が 12、{A4:負担感関連型}が 4、{A3:正当
型}が 3、{A5:対人的配慮}が 1回使用されている。単独ストラテジーは A1と A2が 9、A3と
A4が 2、A5が 1会話に見られた。複数ストラテジーは｛A1A2｝、｛A1A4｝、｛A2A1｝、｛A2A2｝が
各 1会話に使用されている。延辺朝鮮語は 5種類のストラテジーを使用して 12種類のストラ
テジーの組合せが現れている。{A2:論理型}が 18、｛A1:主張型｝が 10、｛A4:負担感関連型｝
と｛A6:圧力型｝が各 8、｛A5:対人的配慮型｝が 2回使用されている。単独ストラテジーは{A2:





語は A1、A2の 1会話平均使用数が日本語を上回っている。そして、延辺朝鮮語は A4の使用
数が日本語の 2倍もある。A3は日本語のみに、A6は延辺朝鮮語のみに見られた。 
被依頼者の「拒絶」に発話されたストラテジーは次のようである。日本語は{B3:消極型}
が 32、{B2:中立型}が 2回使用され、延辺朝鮮語は{B3:消極型}が 39、{B2:中立型}が 2、 
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八 A1 １ B3B3 8,10 十七 A2 3 B3B3 12,8 
九 A4 ７ B3 10 十九 A2A1 12,1 B3B3 8,9 































十七 A1 2 B3 9 三十九 A2 4 B3B2 8,5 
十八 










二十 A3 6 B3B3 9,10 四十二 A4 7 B3B3 11,9 
二十四 





















二十七 A2 3 B3 9 四十六 A6A2A1 12,3,1 B3 8 
二十九 A2 3 B3 10 四十九 A5 9 B3 8 
三十八 




































四六 A3 6 B3 9 六十八 A4 7 B4B3B3 12,8,10 
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六十二 A2 3 B3 10      
 
{B4:対人的配慮型}が 1回使用されている。B3における発話機能タイプのストラテジーをみ
ると、「8:直接的な断り」は日本語が 9で延辺朝鮮語が 14、「9: 不利・否定的な内容を含む
発話」は日本語が 14で、延辺朝鮮語が 12、「10: 他の解決策」は日本語が 9で、延辺朝鮮語
が 2使用されている。延辺朝鮮語にはまた日本語にない「11:非難」が 9回現れている。複
数ストラテジーを日本語は 4会話に、延辺朝鮮語は 10会話に使用されている。日本語のほう
が延辺朝鮮語より間接的な断り方が多い。例 7-16と例 7-17に両言語の会話例を示す。 
 










例 7-17延辺朝鮮語会話八: 〔依頼者＝K10（21歳男性）被依頼者＝K11（22歳、男性）〕 
(中略) 
4AK10: 전번에 론문 있재！후에꺼 또 발표해야되는데、 있재 이번에 열페지정도 된단 
말이다。그래 또 어떻게 해달라。この前の論文なんだけどさあ！残りのとこをまた
発表しないといけないんだけど、何か今度は 10頁なんだよ。どうかやってくれ。 






 例 7-17で依頼者は 4AK10「전번에 론문 있재！후에꺼 또 발표해야되는데、 있재 이번 
에 열페지정도 된단 말이다。この前の論文なんだけどさあ！残りのとこをまた発表しない
といけないんだけど、何か今度は 10頁なんだよ。」と「情報提供」をしてから、「그 
래 또 어떻게 해달라。どうかやってくれ。」と「直接依頼」をする。それに対して被依頼者
は 5BK11「야-？おい-？」と「非難」のストラテジーを使用して怒りの気持ちを示した後、


















会話番号 依頼 挿入されるストラテジー 拒絶 
二 A2 3 B2➝A5A1 4➝9,1 B3 10 
三 A5A2 9，3 B2➝A1 6➝2 B3 8 
A4 8 B2➝「A4-B2」➝A4 4➝「8-7」➝7 B3 9 
七 A4 8 B2➝A4 4➝8 B3 9 





二十一 A2 3 B2➝A2 7➝3 B3 8 
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四十 A4 7 B4➝A1 12➝2 B3 8 
A1 2 B2➝A4 5➝7 B3 9 
四十四 A4A1 8,2 B2➝A4➝B2 4➝8➝4 B3 9 
四十六 A1 1 B2➝A2 6➝3 B4B3 12,8 
 
表 7-11談話中で依頼を断られる展開：拒絶を保留する挿入発話連鎖（延辺朝鮮語） 
会話番号 依頼 挿入されるストラテジー 拒絶 
五 A4 8 B2➝A4 4➝8 B3 8 
十 A1 2 B1➝A1 2➝2 B3 9 
四十三 A2 3 B2➝A2 5➝3 B3 9 
A2 3 B2➝A6A4 4➝12,7 B3B2 11,4 
A2 3 B1➝A1A4 2➝1,8 B3B3 9,10 
四十九 A2 3 B2➝A2 6➝3 B3 8 
五十 A6A1 12,1 B2➝A2A2➝B1
➝A4 
4➝4,3➝2➝7 B3B3 8,10 
六十三 A1 2 B2➝A1 6➝2 B3 12 
 
例 7-18 日本語会話三：〔依頼者＝J5（24歳、女性） 被依頼者＝J6（23歳、女性）〕 
(中略) 
10AJ5: ほら－、ちょっとね、やばいんだよね。今日中にもう 50頁やらないといけなくて 10
頁がたぶん、精一杯で時間的に、 
11BJ6: うん。                                                (相槌) 































16BJ3: うん、10頁か－。                  （相槌＋復唱） 
17AJ4: できれば、手伝って//もらえないかな。 
18BJ3: そうか－。10頁か、5頁ぐらいなら行けるけど、10頁はちょっと難しいかなあ。 




















例 7-23日本語会話十五：〔依頼者＝J12（30歳、女性） 被依頼者＝J11（23歳、女性）〕 
(中略) 
12AJ12: 今度の文献はすごく長くて、以前よりすごく頑張っているんだけど、 
13BJ11: うん。                                                  (相槌) 
14AJ12: それでも終わりそうになくて、 
15BJ11: うん。                                                  (相槌) 
16AJ12: もうどうしようかと本当に考えてて、 
17BJ11: うん。｛笑い｝                                          (相槌) 
18AJ12: うん、今回だけ手伝ってほしい。｛笑い｝ 













18BJ40: 10頁？                      （驚き） 
19AJ39: ごめんね、長くて－、 















例 7-25 延辺朝鮮語会話五:〔依頼者＝K6（21歳、女性）被依頼者＝K5（22歳、女性）〕 
(中略) 
3AK6: 응-、밥 사줄게。                   うん-、ご飯買ってあげる。 
4BK5: 밥으？                                （復唱）      ご飯を？ 
5AK6: 응。                                 うん。 
6BK5: 싫다。                                いやだ。 
 
 例 7-25で、依頼者は 3AK6「응-、밥 사줄게。うん-、ご飯買ってあげる。」と「補償」を
持ち出す。しかし、被依頼者は呆れた口調で 4BK5「밥으？ご飯を？」と復唱するが言外の意
味としては「10頁を翻訳する仕事量に対してご飯は軽すぎる、呆れた」と批判の意味で解釈





9AK39: 내 좀 야-、                                     俺ちょっと、おい-、 
10BK40: 어째 이번에 어디다 쓰자구？   （批判）      今度は何に使うつもりだ？ 
11AK39: 아-、물건을、                           あ-、物を 











例 7-27 日本語会話六十八: 〔依頼者＝J57（20歳男性）被依頼者＝J58（20歳、男性）〕 
(中略) 
10BJ58: じゃ－、一緒//にやろう。 
11AJ57: 半分。うん、｛笑い｝ほんとピンチなんだよ、ピンチなんだよ。   「依頼」 
12BJ58: ｛笑い｝うん。             （相槌） 
13AJ57: ほかにしないといけないこといっぱいあるし、 
14BJ58: わたしもしないといけないことあるよ。               「拒絶」 
  









 被依頼者の「拒絶」の直後の展開には両言語で差が観察された。表 7-12に示しておく。 
日本語は 7種類のストラテジーを使用して 7種類のストラテジーの組合せが現れた。{A2:論
理型}が 16、{A4:負担感関連型}が 11、{A1:主張型}が 9、{A5:対人的配慮}が 6、{A3: 
 
表 7-12談話中で依頼を断られる展開：拒絶直後のストラテジー 
会話番号 日本語のストラテジーの型 会話番号 延辺朝鮮語のストラテジーの型 




















八 A1 1 十 A5A2 9,4 
十一 A4A1 7,1 十七 A6A1 12,1 




十五 A2 3 二十 A4 7 










十八 A2 3 三十九 A2 3 




二十一 A4 7 四十二 A4 7 












二十七 A4 8 四十六 A4A4A1 7,7,1 



















































   





   
六十二 A2 3    
六十八 A4A1 8,2    
  
正当型}が 1回使用されている。単独ストラテジーは A2が 13、A4が 8、A1が 6、A5が 5、A3
が 1会話に見られた。複数ストラテジーは｛A4A1｝が 3、｛A5A2｝が 2会話に使用されている。
延辺朝鮮語は5種類のストラテジーを使用して15種類のストラテジーの組合せが現れている。
{A2:論理型}が 16、{A1:主張型}が 14、{A4:負担感関連型}が 12、{A6:圧力型}が 9、{A5:対人

















 このパターンは日本語に 7会話、延辺朝鮮語に 8会話あった。表 7-12に隣接応答ペアとし
ての「依頼-承諾」の内訳を示す。 
依頼者の依頼で日本語は 4種類のストラテジーを使用して 5種類のストラテジーの組合せ
が現れた。{A2:論理型}が 4、{A4:負担感関連型}が 2、{A1:主張型}と{A5:対人的配慮}が各 1

















二十五 A2 4 B1 1 五 A2 4 B1 1 
二十七 A4 8 B1 1 十九 A4 7 B1 1 
三十八 A5 9 B1 1 二十 A4 7 B1 1 
五十一 A2 3 B1 1 四十二 A4 7 B1 1 
五十五 A1 1 B1B1 1,2 四十三 A2 4 B1 1 
五十九 A2 4 B1 1 四十九 A1 2 B1 1 
六十八 A4A2 8,3 B1 1 五十 A6A1 12,2 B1 1 
     六十八 A6A1 12,1 B1 2 
 
数ストラテジーは｛A4A1｝が 1会話に使用されている。延辺朝鮮語は 4種類のストラテジー










のには「二十: 같히 하자-！一緒にしよう」「四十二: 그럼、할수있는댈 
루 해라。じゃ、できるとこまでやって。」「十九: 그럼 우리 같히 해보면 되잖아！じゃ、
一緒にやればいいじゃない！」、「懇願」か「加圧」と「懇願」を組合せたものには「四十九: 

























三 A4 7 「B1-A2」(3)➝「B1-A5」 「3-3」（2）,「2-3」
➝「3-10」 
B1 1 
七 A4 7 「B1-A2」 「2-4」 B1 1 
十三 A4 8 B2➝A1 7➝2 B1 1 
十五 A2 3 B2➝A2A1 6➝3,1 B1 1 
十七 A1 2 B2➝A4 4➝7 B1 1 
十八 A2 3 B2➝「A2-B2」➝A3 6➝「3-4」➝6 B1 1 
二十 A1 2 「B1-A2」 「2-4」 B1 2 
二十一 A4 7 「B2-A4」 「4-7」 B1 1 
二十四 A2 3 B2➝A1A1 6➝2,1 B1 1 
二十九 A2 3 「B2-A2」 「4-3」 B1 1 
三十九 A4A1 7,1 B2➝A1 7➝2 B1 1 
四十 A2 3 B2 4 B1 1 
四十四 A5A3 9,5 B2➝「A2-B2」➝A4A4 7➝「3-6」➝8,7 B1 1 
五十三 A2A1 3,2 「B1-A2」 「2-4」 B1 1 
六十二 A2 3 「B2-A2」➝「B1-A5」 「4-3」➝「2-10」 B1 1 
 
表 7-15談話中で依頼を断られる展開：承諾を保留する挿入発話連鎖（延辺朝鮮語） 
会話番号 依頼 挿入されるストラテジー 拒絶 





八 A6A1A4 12,2,8 「B1-A2」 「3-3」 B1 1 
十 A5A2 9,4 B2➝A4 7➝7 B1 1 
十七 A6A1 12,1 B2➝A6A1A4➝「B1-A4」 4➝12,2,7➝「3-7」 B1 1 
三十九 A2 3 「B2-A2」(3)  「4-3」(3) B1 1 
四十一 A6A1 11,2 「B1-A2A4」 「2-4,8」 B3B1 11,1 
四十五 A4A6 7,12 「B1-A2」 「2-4」 B1 1 
四十六 A4A4A1 7,7,1 B2➝A6A6A1➝B2➝A3 7➝12,11,1➝7➝6 B1 1 
五十六 A6A4 12,7 「B2-A2」 「4-3」 B1 1 
六十二 A1 2 「B1-A2」➝「B1-A4」 「2-3」➝「2-7」 B1B3 1,11 























会話八:「9BK11: 아、언제？」                       あ、いつ？ 
会話四十一: 「8BK35: 뭐 사주개？먼저 말해봐라。」 
何買ってくれる？先に言ってみて。 
会話四十五: 「18BK41: 그럼、」                         じゃ、 
会話六十二: 「16BK58: 응、그럼 안되는것만 하자응？」 
うん、できないとこだけするよ？ 
会話六十三: 「18BK60: 백원 되니？」                 100元でいい？ 






















































8AK12: 그러야？한 며칠후에문 되겠나？そうか？         大体何日後ならいい？ 
9BK11: 그래무 다시 보자。 내 아무튼 。         じゃ、また後でね。私とにかく 
10AK12: 그럼 한 열페지 딱 아니구 몇장만이래두 더 해줄수 없니? 
      じゃ、10頁じゃなくても何枚かぐらいでもいいからもっとやってもらえない？ 





5AK3: 니 300원 빌려주면 내 해달란거 다 해줄게。 
               300元貸してくれたらやってほしいこと何でもやってあげる。 
6BK4: 뭐 해주개？                         何やってくれるの？ 
7AK3: 응、해달란거。                        うん、なんでも。 
8BK4: 응해달란거 다 해주개?                 うん、何でもやってくれる？ 
9AK3: 응。                                  うん。 
10BK4: 전화 사달라。                        携帯買ってくれ。 
11AK3: 아니、땐노 사줄게。                 いや、パソコン買ってあげる。 
12BK4: 응、감사하다 。                        うん、ありがとう。 
13BK4: 그래무 。                               じゃあ。 
14AK3: 응。                                 うん。 
 
 延辺朝鮮語会話三十では依頼者の 8AK12「그러야？한 며칠후에문 되겠나？そうか？大 
体何日後ならいい？」という被依頼者のスケジュールを聞く発話に対して、被依頼者は 9BK11




内容について踏み込んだ質問 6BK4「뭐 해주개？何やってくれるの？」8BK4「응 















含む発話」が現れている。この類も合わせると負担感関連の内容は日本語では 23 会話中 12
会話、延辺朝鮮語は 19会話中 13会話にあった。{A4:負担感関連型}を観察してみる。「限定・
譲歩」には「延辺鮮語会話五十六:아、그럼 절반이라도 빌려달라。あ、じゃ半 
 









三 A4 うん、1000円分//。 
七 A4 うん、わたしを手伝って、 




十七 A4 うん、それを 2．3日すると返せると思うよね。 
十八 A3 10頁はできるよ。英語得意だから、 







二十五 B1 明日ちょっとやるから、 
二十七 A4 でも、ちょっと、後でいつか返すから、 
二十九 B1 うん。じゃ、最初に 2頁ぐらい訳してもらったら、 
三十九 A4A1 お金は入ったら返すで、貸してや。 
四十 A1 やってや、やってや、やってや。 
四十四 A5A2 そうだよね－。でも、J40しかないよ、他の人に－は、 
四十六 A1A4 ここを何とか、｛笑い｝う－ん、何か奢るよ。 
五十一 B3 ええ、ぱっ-と Kにお願いできないの？ 
五十三 A2A1 で－、ほんま－。もしあれだったら、もう、もしあれやったらもう－、
困るんだなあ。もし 1万円でも大丈夫じゃないけど、 
五十九 A2 絶対無理、すごく他の科目もしないといけなくて、忙しいんよ。 
六十二 B1 ちゃんと返してね。 







三 A4 아니、땐노 사줄게。       いや、パソコン買ってあげる。 
八 A6A1A4 아-？해달라。밥사줄게。  あ-？やってくれ。ご飯買ってあげる。 
十 A4 그럼 한 열페지 딱 아니구 몇장만이래두 더 해줄수 없니? 
じゃ、10頁じゃなくても何枚でもいいからもっとやってもらえない？ 
十七 A6A1A4 아-？ 먼저 꿔라。 내 이번달에 돈 오면 줄게。 
あ-？先に貸して。今月お金来たら返す。 
十九 A4 그럼 우리 같히 해보면 되잖아！じゃ、一緒にやればいいじゃない！ 
二十 A4 같히 하자-！                一緒にしよう-！ 
二十三 A6A1 아-？ 10페지만。              あ-？10頁だけ。 
三十九 A2 넌 뭐하니？                 君は何をするの？ 
四十一 B1 뭐 사주개？먼저 말해봐라。  何買ってくれる？先に言ってみて。 
四十二 A4 그럼、할수 있는댈루 해라。    じゃ、できるとこまでやって。 
四十三 A6A4 아-？후에 무조건 줄수있다。       あ-？後で必ず返せる。 





四十六 A3 니 영어 잘하재야             英語うまいだろう！ 
四十九 A1 제발 제발。                  どうかどうか。 
五十 A6A1 아-야?제발 제발。            あ-あ？どうかどうか。 
五十六 A6A4 아、 그럼 절반이라도 빌려달라。 あ、じゃ半分でも貸してくれ。 
六十二 A4A1 {笑い}나두 최선으 다 할게。 그담에 정 안되는것만 딱 닌데다 가 
부탁하면 안되니？ 
私もベスト尽くすから。それでも駄目なら君に頼んでいい？ 
六十三 B1 백원 되니？                 100元でいい？ 
















ケースが日本語に 5、延辺朝鮮語に 2会話現れた。例 7-34を参照されたい。 
 

































例 7-34 延辺朝鮮語会話四十一:〔依頼者＝K36（22歳,女性）被依頼者＝K35（22歳,女性）〕 
（中略） 
9AK36 오ー？어떻게 시간 좀 내달라。   おお－？どうか時間をちょっと取ってくれ。 
10BK35 뭐 사주개？먼저 말해봐라。       何買ってくれる？先に言ってみて。 
11AK36 니 뭐 사달래？니 사달란거 다 사줄게。 
何買ってほしい？あなたが買ってほしいのを全部買ってあげる。 
12BK35 아-？ 참 내 원-、                 あ－？まったくもう－ 
13AK36 응、쎄쎄。                       うん、ありがとう。 









11AK62: 내 집에서 돈이 오면 데까닥 그 자리에서 주마。 
                        家から仕送りが来たらすぐ直に返すから。 
12BK61: 오 、그러야。 근데 나두 지금 돈이 얼마 없다。백원은 있다。 
          お、そうか。しかし俺にも今金があまりないんだよ。100元はある。 
13AK62: 백원?                             100元？ 
14BK61: 응、그래 되겠는지 모르겠다。300원은 없다 
                       うん、それでいいかどうか分からないけど。300元はないよ。 
15AK62: 300원 달라는데 100원 주니？ 
300元くれって言ってるのに 100元くれるの？ 
16BK61: 응、 그래 어찌겠니?그래 안 꾸겠으면 말아라。 
              うん、仕様がないだろう？借りたくないなら、やめなよ。 
17AK62: 아아-？{笑い}그럼 백원 달라。   ああ-？{笑い}じゃ 100元ちょうだい。 
18BK61: 쓸모있겠는지 몰라。            役に立つか分からないけど。 
19AK62: 쎄쎄。니밖에 없다。           ありがとう。俺には君しかない。 
 
 上の例で、【再依頼部】で依頼者は被依頼者に 3回拒絶されてから、それに対して 15AK62
「300원 달라는데 100원 주니？300元くれって言ってるのに 100元くれるの？」と相手に
対して不満と批判の気持ちをぶつける。続いて、被依頼者も 16BK61「응、그래 어찌겠 
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場面④は場面③と同じ内容で今度は Bさんに 10頁ぐらい英訳してもらいたいです。 
 

















場面④は③と同じ内容で今度は Aさんに 10頁ぐらい和訳してほしいと依頼を受けます。 
 
時間的制限：各場面 2分ずつ                    場所：Bさんの家または寮 
あなたのすること： 
















당신의 역할：대학생Ａ（의뢰하는 사람） 
장면① 교재비 마지막날이 오늘인데 당신은 지갑을 집에 두고 왔습니다. B로부터 20원을 
빌리려고 합니다. 
장면② 집의 사정으로 생활비가 2∼3 일 늦어질것같습니다.Ｂ로부터 300 원을 빌려달라고 
하렵니다. 
장면③ 다음주 당신은 필수과목 수업에서 선생님께서 지시한 론문을 종합한 뒤프린트를 
작성해서 모든 학생들앞에서 발표해야합니다.그러나 그 론문은 영어로 씌여져 
있습니다. 영어가 서투른 당신에겐 상당히 어려운 임무입니다.그래서 영어가 
능숙한  B한테  2페지쯤 번역해 달라고 부탁합니다. 
장면④ 장면③과 같은 내용의 부탁을 이번엔 10페지로 해달라 하십시오. 
 
시간적 제한：각 장면 2분                     장소：B의 집 혹은 숙소 
당신이 할 일： 
〔1〕Ｂ와 평시 말하던 그대로 자연스레 이야기를 나누십시오. 
〔2〕Ｂ에게 부탁하십시오.만약 상대방에게 거절당했다 하더라도 계속하여 애써 




당신의 역할：대학생 B（의뢰받는 사람） 
장면① 교재비 마지막날이 오늘인데 Ａ가 지갑을 집에 두고 왔습니다.Ａ가 20 원을 
빌려달라고 합니다. 
장면② Ａ가 집 사정으로 생활비가 2∼3 일 늦어진답니다. 당신은 Ａ로부터 300 원을 
빌려달라는 부탁을 받습니다. 
장면③ 다음주 Ａ는 필수과목 수업에서 선생님께서 지시한 론문을 읽고 종합한뒤 
프린트를 작성해서 모든 학생들앞에서 발표해야합니다.그러나 그 론문은 영어로 
씌여져 있습니다.영어가 서투른 Ａ에겐 상당히 어려운 임무입니다.그래서 영어가 
능숙한 당신한테 찾아와서 2페지쯤 번역해 달라 할겁니다. 
장면④ 장면③과 같은 내용으로 이번엔  10페지쯤 번역해달라고 부탁을 받습니다. 
 
시간적 제한：각 장면 2분                                장소：B의 집 혹은 숙소 
당신이 할 일： 
〔1〕Ａ와 평시 말하던 그대로 자연스레 이야기를 나누십시오. 
〔2〕장면①∼장면④중에서 한번쯤은 Ａ의 부탁을 거절하십시오.Ａ가 계속하여 
부탁한다면 그때는 방법이 없이 승낙하거나 끝까지 거절하거나 자유로 
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1.年齢：（ ）歳                   
2.性別：□男性 □女性 
3.職業：□大学生 □大学院生        
4.所属：（ ）学類/研究科 






롤플레이의 조사에 협력해주시면 감사하겠습니다. 
 
 
이 롤플레이（롤플레이란 외국어학습방법의 일종으로서 실제생활속 등장인물들의 
역할을 번갈아 해봄으로써 익힌 외국어표현들을  활용해 볼수 있는 대화련습）는 
일본인과 연변조선족 대학생、대학원학생들의 언어행동에 관한 연구 
를 하기 위하여 작성되였습니다.연구이외의 목적으로 사용하지 않으므로 부담없이 
실험에 응해주시면 감사하겠습니다. 
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1.년령： 만（ ）세          
2.성별 ：□남성     □녀성  
3.직업：□대학생   □대학원학생     
4.소속：（ ）학부/연구과  
5.지금 까지 가장 오래 산곳：（ ）    
6.입학년도： （ ）년 
7.상대방은 당신의：□선배   □동배   □후배 






















注 10:「依頼」と「曖昧」、「依頼」と「拒絶」を応答ペアと見做し、この 2 種類の応答ペア
の形成過程におけるストラテジーの使用と内容を見た結果、差異がなかったので、別々
に分析せずひとくくりにして考察することにする。したがって、「曖昧」が消極的な否定
の可能性があるので、今後の課題にする。 
 
 
 
 
